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「「「秋まつり・子ども相撲秋まつり・子ども相撲」」「「「秋まつり・子ども相撲秋まつり・子ども相撲」」
伊伊那上神社では、共盟社（宮内）と伏青会（伏倉）の奉納相撲の後に伊那上神社では、共盟社（宮内）と伏青会（伏倉）の奉納相撲の後に、、

子ども相撲が行われました。（11/3子ども相撲が行われました。（11/3））
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※１人当たりの値は、９月３０日現在の人口 ７，４６９人で計算しています。

町の財政状況

平成２５年度の４月１日から９月３０日までの一般会計の執行状況をお知らせします。

歳入
３９億８，２４３万１千円 上段：予算額

２１億２，２５８万円 下段：収入済額（ ）：収入率（５３．３％）

３９億８，２４３万１千円 上段：予算額

１５億９，７０９万４千円 下段：支出済額（ ）：支出率（４０．１％） 歳出

（ ７６．６％）
１４億２，７４９万６千円
１０億９，３７７万４千円

地方交付税

（ ５８．２％）
６億７，９４９万４千円
３億９，５４３万２千円

町 税

（ ０％）
４億 ６８２万１千円

０円
町 債

（ ３４．５％）
２億４，４８２万６千円
８，４４９万１千円

国庫支出金

（ ８．９％）
２億４，８０３万１千円
２，２０９万７千円

県 支 出 金

（ ５４．６％）
１億９，８８８万３千円
１億 ８６０万１千円

諸 収 入

（１５２．０％）
１億円
１億５，１９９万７千円

繰 越 金

（ ３５．９％）
７，４７９万２千円
２，６８５万２千円

使用料及び
手 数 料

（ ６１．８％）
６，７００万円
４，１３７万３千円

地方消費税
交 付 金

（ ５７．５％）
５，０２０万７千円
２，８８８万７千円

繰越明許費

（ ３４．９％）
４億８，４８８万１千円
１億６，９０７万６千円

そ の 他

（ ４２．８％）
８億１，１１８万円
３億４，７３７万９千円

民 生 費

（ ４０．０％）
６億３，２０７万円
２億５，２６０万５千円

総 務 費

（ ３４．８％）
４億５，９８７万９千円
１億５，９９６万５千円

消 防 費

（ ３８．０％）
４億５，８５７万２千円
１億７，４４０万３千円

衛 生 費

（ ４９．９％）
３億７，７６４万４千円
１億８，８２８万３千円

公 債 費

（ ５６．５％）
３億５，８７４万円
２億 ２８０万７千円

農林水産業費

（ ３８．２％）
３億 ５３１万３千円
１億１，６６０万円

教 育 費

（ １５．４％）
２億３，７００万円
３，６６０万円

土 木 費

（ ４０．４％）
２億１，３７５万３千円
８，６３５万１千円

商 工 費

（ １．５％）
５，０２０万７千円
７６万円

繰越明許費

（ ４０．１％）
７，８０７万３千円
３，１３４万１千円

そ の 他

平成２５年９月３０日までに

納めていただいた税金（町税） 約５万３千円

平成２５年９月３０日までに

使ったお金 約２１万４千円

町民１人当たりでは

９月３０日現在の基金（町の貯金）と町債（町の借金）の状況
●町の貯金（財政調整基金等、１３基金）

１７億１，６７５万４千円

町民１人当たり約２３万円

●町の借金

３０億５，２１４万４千円

町民１人当たり約４０万９千円

【問合せ】総務課（４２）３９６３

一一般会計 上期執行状一般会計 上期執行状況況平平成成2255年年度度
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平
成

年
度
上
半
期
振
興
公
社

２５

管
理
施
設
の
実
績
は
、
桜
の
開
花

が
早
く
４
月
初
旬
に
散
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
や
、
伊
豆
へ
の
観
光
客
の

減
少
が
止
ま
ら
な
い
こ
と
で
、
入

館
施
設
・
宿
泊
施
設
と
も
に
、
厳

し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

入
館
施
設
で
は
、
特
に
団
体
客

の
減
少
が
大
き
く
、
伊
豆
の
長
八

美
術
館
で
は
前
年
対
比

㌫
、
重

７１

文
岩
科
学
校
で
は

㌫
と
な
っ
て

４８

い
ま
す
。

伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
に
お
い
て
も
、

４
月
の
宿
泊
客
数
が
前
年
対
比
３

４
８
人
減
少
す
る
等
、
夏
休
み
期

間
が
１
日
多
か
っ
た
７
月
を
除
き

減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
地
元
の
皆
様

に
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
日
帰
り
入
浴
で
は
、
大
幅
に
増

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

秋
以
降
、
値
引
き
企
画
の
「
富

士
山
プ
ラ
ン
」
を
実
施
す
る
等
、

宿
泊
客
の
増
加
を
図
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
も
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
企
画
を
検
討
す
る
等

の
改
善
を
進
め
、
お
客
様
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。

昭
和

年
５
月

日
に
、
依
田

５３

２０

勉
三
翁
の
北
海
道
十
勝
の
開
拓
が

縁
で
、
帯
広
市
と
開
拓
姉
妹
都
市

を
締
結
し
ま
し
た
。

以
来
、
子
ど
も
か
ら
大
人
に
至

る
ま
で
、
教
育
・
文
化
・
産
業
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
開
拓
姉
妹
都
市
締
結
３５

周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、

月
１０

日
か
ら

日
ま
で
２
泊
３
日
の

２８

３０

日
程
で
、
町
長
を
団
長
と
し
た
親

善
訪
問
団
一
行

人
が
晩
秋
の
帯

１６

広
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

初
日
は
小
樽
・
札
幌
市
内
を
見

学
し
、
２
日
目
は
帯
広
に
向
か
っ

て
、帯
広
の
三
大
ま
つ
り
で
あ
る「
お

び
ひ
ろ
菊
ま
つ
り
」
へ
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
内
は
、
約
３
千
鉢
の
菊
で

埋
め
尽
く
さ
れ
、
大
輪
菊
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
作
品
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
人
々
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
依
田
勉
三
翁
の
お
墓

参
り
や
電
信
通
り
商
店
街
を
見
学

し
、
百
年
記
念
館
で
は
勉
三
翁
の

偉
業
や
功
績
、
そ
し
て
帯
広
の
自

然
や
文
化
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

市
役
所
へ
の
表
敬
訪
問
で
は
、

米
沢
市
長
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆

様
か
ら
心
温
ま
る
歓
迎
と
素
晴
ら

し
い
記
念
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
歓
迎

夕
食
会
で
は
、
９
月
に
帯
広
市
か

ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
訪
問
団
の

皆
様
も
出
席
さ
れ
、
訪
問
団
同
士

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

最
終
日
は
、
草
木
染
め
体
験
や

ば
ん
え
い
競
馬
場
の
施
設
見
学
、

２
万
４
千
坪
の
広
大
な
敷
地
が
あ

る
真
鍋
庭
園
を
ご
案
内
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
親
善
訪
問
で
は
、
帯
広

の
歴
史
と
文
化
、
そ
し
て
広
大
な

大
地
を
肌
で
感
じ
、
ま
た
お
互
い

の
交
流
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
て

有
意
義
な

周
年
記
念
の
訪
問
事

３５

業
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
両
市
町
の
友
好
の

絆
が
一
層
深
ま
り
、
さ
ら
な
る
発

展
が
遂
げ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

※
輓
馬
と
は
農
耕
や
物
資
の
輸
送

に
利
用
さ
れ
た
馬
の
こ
と

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

帯
広
市
か
ら
の
記
念
品

「
輓
馬
（
ば
ん
ば
）」

帯広市役所へ表敬訪問

割合
（％）

比較
（人）

前年度
（人）

本年度
（人）

施 設 名

９０．５％△１，０６１１１，１３４１０，０７３宿泊

伊豆

まつざき荘

１６２．２％５０５８１２１，３１７入浴

９４．２％△ １４６２，５２２２，３７６休憩

９５．１％△ ７０２１４，４６８１３，７６６小計

９５．４％△ ７４７１６，３９１１５，６４４入館
伊豆の

長八美術館

８７．５％△１，３７１１０，９８５９，６１４入館重文岩科学校

９８．８％△ １１８９，６７６９，５５８入館
明 治 商 家

中 瀬 邸

３０．３％△１，１３５１，６２８４９３入館民 芸 館

９３．６％△ ９０８１４，１１５１３，２０７入館
道 の 駅

花の三聖苑
９６．９％△ ４８０１５，５１６１５，０３６入浴

開
拓
姉
妹
都
市
締
結

周
年
記
念
事
業

３５

北
海
道
帯
広
市
へ
親
善
訪
問

平成２５年度 上半期 施設利用状況
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毎
年

月

日
か
ら

月

日

１１

１１

１１

１７

ま
で
の
１
週
間
は
、「
税
を
考
え
る

週
間
」
で
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
社
会
保
障
の
充
実
、

施
設
や
道
路
の
整
備
、
教
育
の
振

興
等
、
そ
の
活
動
は
幅
広
い
分
野

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
財
源
は
税
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
生
活

に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税

に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
（
必
要
性
）

お
よ
び
役
割
（
使
途
）
や
、
税
務

行
政
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
と
と
も
に
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
基
本
と
な
る
税
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
全
国
的
に

税
に
関
す
る
広
報
等
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
伊

豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で

は
、
今
年
も
小
学
生
・
中
学
生
を

対
象
に
「
税
に
関
す
る
作
品
（
ポ

ス
タ
ー
、
習
字
、
作
文
）」
を
募
集

し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
次
の
世
代
を
担

う
小
学
生
・
中
学
生
に
作
品
を
応

募
し
て
も
ら
う
こ
と
を
機
会
に
、

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
税
に
つ
い
て
、
そ
の
仕

組
み
や
目
的
を
知
り
、
税
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
賀
茂
地
区
の
小
学
校
・

中
学
校
か
ら
習
字
の
部
に
５
４
０

点
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
に

点
、
作

９９

文
の
部
に
３
９
５
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

松
崎
町
で
は
、
小
学
校
か
ら
習

字
の
部
に

点
、
中
学
校
か
ら
作

６１

文
の
部
に
７
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
習
字
の
部
に
お
い

て
入
賞
者
が
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
、「
税
を
考
え
る
週

間
」
に
合
わ
せ
、
役
場
窓
口
税
務

課
前
で
展
示
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

入入
賞
作

入
賞
作
品品

習

字

伊
豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

税
の
作
品
審
査
結
果
に
つ
い
て

松
崎
町
長
賞

佐

藤

陽

哉
く
ん
（
松
小
６
年
）

松
崎
町
教
育
長
賞

菊

地

美

優
さ
ん
（
松
小
６
年
）

伊
豆
下
田
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

鴻
野
ほ
の
か
さ
ん
（
松
小
６
年
）

静
岡
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

金
賞

大

場

洋

輔
く
ん
（
松
小
６
年
）
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町
税
（
町
・
県
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
）
は
、
納
税

者
の
皆
様
が
、
決
め
ら
れ
た
納
期

限
ま
で
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。
多
く
の
方
に
は

期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
滞
納
し
て

い
る
方
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
松
崎
町

を
始
め
と
す
る
県
内
の
全
市
町
で

は
静
岡
県
と
連
携
し
、

月
か
ら

１１

月
ま
で
の
２
カ
月
間
を
「
滞
納

１２整
理
強
化
月
間
」
と
定
め
、
徴
収

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

松
崎
町
で
は
、
納
期
限
ま
で
に

納
め
ら
れ
た
方
と
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
ま
た
、
大
切
な
町
の
財

源
を
確
保
す
る
た
め
、
納
期
限
を

過
ぎ
て
も
納
付
の
確
認
が
取
れ
な

い
方
に
は
、
督
促
状
や
催
告
書
の

送
付
、
電
話
に
よ
る
納
税
勧
奨
、

町
税
等
の
口
座
振
替
は
、
利
用

者
の
指
定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的

に
振
替
納
付
が
で
き
る
制
度
で
す
。

納
付
の
た
び
に
役
場
や
金
融
機
関
、

郵
便
局
に
出
掛
け
る
手
間
が
省
け

る
だ
け
で
な
く
、
納
め
忘
れ
る
こ

と
や
、
現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が

な
い
の
で
安
心
で
す
。

口
座
振
替
を
希
望
の
方
は
、
窓

口
税
務
課
ま
た
は
町
内
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
の
窓

口
に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

生
活
困
難
や
事
業
不
振
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
で
納
期
限
ま
で
に

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

早
め
に
窓
口
税
務
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

臨
宅
徴
収
の
実
施
等
に
よ
り
、
自

主
納
付
の
お
願
い
を
し
て
お
り
ま

す
。し

か
し
、
こ
れ
ら
の
催
告
に
対

し
て
も
納
付
や
相
談
が
な
い
場
合

は
、
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た

だ
い
た
方
と
の
税
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
、
法
律
の
規
定
に
基

づ
き
、
預
貯
金
、
生
命
保
険
等
の

財
産
の
調
査
を
行
い
、
差
押
え
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
県
下
田
財
務
事
務

所
に
お
い
て
も
、
県
税
（
自
動
車

税
、
個
人
事
業
税
、
不
動
産
取
得

税
等
）
の
滞
納
者
に
対
し
て
松
崎

町
と
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

期
間
中
、
松
崎
町
お
よ
び
静
岡
県

は
催
告
や
調
査
、
差
押
え
等
を
集

中
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
財
産

の
差
押
え
は
、
国
税
徴
収
法
の
規

定
に
基
づ
き
行
う
も
の
で
、
事
前

に
滞
納
者
に
相
談
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

未
納
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
早

急
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

個
人
や
法
人
で
事
業
を
行
っ
て

い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に

用
い
て
い
る
構
築
物
、
機
械
お
よ

び
装
置
、
船
舶
、
工
具
・
器
具
お

よ
び
備
品
等
の
有
形
固
定
資
産
を

「
償
却
資
産
」
と
い
い
、
土
地
や

家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
事
業
用
資
産
を
お
持
ち

の
方
は
、
資
産
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有

状
況
を
償
却
資
産
の
所
在
す
る
市

町
村
長
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

月
中
旬
に
申
告
書
を
送
付
し

１２
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
く
事
業
を
開
始
し
た
場
合

等
、
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い

な
い
事
業
主
の
方
は
窓
口
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
必

要
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
申
告
期
限
】

平
成

年
１
月

日（
金
）

２６

３１

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

【
問
合
せ
】

町
税
に
つ
い
て

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

県
税
に
つ
い
て

下
田
財
務
事
務
所
納
税
課

（
２
４
）
２
０
１
９

◎
納
税
催
告

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
し

な
い
方
に
対
し
、
督
促
状
、
催

告
書
の
送
付
、
電
話
催
告
、
自

宅
訪
問
を
行
い
ま
す
。

◎
財
産
調
査

催
告
に
応
じ
な
い
滞
納
者
の

財
産
に
つ
い
て
、
官
公
署
・
金

融
機
関
・
生
命
保
険
会
社
等
に

対
し
調
査
し
ま
す
。

◎
給
与
調
査

滞
納
者
が
給
与
所
得
者
で
あ

る
場
合
は
、
給
与
差
押
を
す
る

た
め
に
、
勤
務
先
に
対
し
給
与

調
査
を
行
い
ま
す
。

◎
滞
納
処
分
（
財
産
差
押
・
換
価
処
分
）

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
せ

ず
、
税
金
を
滞
納
し
た
ま
ま
放

置
し
て
お
く
と
、
法
律
に
基
づ

き
滞
納
者
の
意
思
に
関
わ
り
な

く
強
制
的
に
財
産
の
差
押
等
の

処
分
を
行
い
ま
す
。

納
税
通
知
書
発
送

納

税

催

告

財

産

調

査

給

与

調

査

財

産

差

押

換

価

処

分

駒駒駒 駒駒 駒駒 駒駒

滞納処分の流れ

ス
ト
ッ
プ
滞
納
！

滞
納
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み

納
付
は
便
利
な

口
座
振
替
で

納
付
が
困
難
な
場
合
は

おお
忘
れ
な

お
忘
れ
な
くく

償
却
資
産
の
申

償
却
資
産
の
申
告告
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－

短

歌－

中

村

宣

子

山
本
し
づ
子

堀

岡

洋

子

飯

野

ふ

さ

平
野
も
み
子

楽
隠
居
の
夢
は
夢
に
て
終
ら
む
か

痛
き
腕
に
て
キ
ャ
ベ
ツ
を
き
ざ
む

荒
れ
は
て
し
畑
と
な
り
た
り
夏
草
は

伸
び
は
う
だ
い
に
種
ま
き
ち
ら
す

砂
防
を
落
ち
る
水
は
光
を
と
も
な
ひ
て

研
ぎ
す
ま
さ
れ
し
刃
物
に
う
つ
る

老
い
ひ
と
り
生
き
る
手
だ
て
を
お
も
ふ
と
き

心
に
お
ひ
さ
ま
や
っ
ぱ
り
欲
し
い

植
ゑ
つ
け
て
ひ
と
月
を
経
て
早
ば
や
と

穂
の
孕
み
た
り
早
生
稲
ら
し
く

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

月

日
、
松
崎
町
功
労
者
表

１１

２１

彰
式
が
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
松
崎
町
表
彰
条

例
に
基
づ
き
、
町
の
自
治
、
福
祉

等
、
各
般
に
わ
た
っ
て
、
町
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た

た
え
る
も
の
で
す
。

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

中

村

斉
藤
貞
一

さ
い

と
う

て
い

い
ち

郎
さ
ん

ろ
う

（
元

町
議
会
議
員
）

多
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員

と
し
て
町
政
の
発
展
に
尽
力
し
、

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
。

伏

倉

関せ
き

和

也
さ
ん

か
ず

や

（
元

農
業
委
員
）

多
年
に
わ
た
り
、
農
業
委
員
と

し
て
地
域
の
農
業
振
興
の
み
な
ら

ず
、
町
内
の
産
業
活
性
化
に
貢
献
。

岩

地

（
元

農
業
委
員
）

多
年
に
わ
た
り
、
農
業
委
員
と

し
て
地
域
の
農
業
振
興
の
み
な
ら

ず
、
町
内
の
産
業
活
性
化
に
貢
献
。

那

賀

藤ふ
じ

井い

昭
し
ょ
う

一
さ
ん

い
ち

（
現

農
業
委
員
）

多
年
に
わ
た
り
、
農
業
委
員
と

し
て
地
域
の
農
業
振
興
の
み
な
ら

ず
、
町
内
の
産
業
活
性
化
に
貢
献
。

雲

見

鈴
木
安
一
郎
さ
ん

す
ず

き

や
す

い
ち

ろ
う

（
元

農
業
委
員
）

多
年
に
わ
た
り
、
農
業
委
員
と

し
て
地
域
の
農
業
振
興
の
み
な
ら

ず
、
町
内
の
産
業
活
性
化
に
貢
献
。

雲

見

鈴
木
八
十
志
さ
ん

す
ず

き

や

そ

し

た
か

橋

多

聞
さ
ん

は
し

た

も
ん

雲

見

た
か

橋

英

男
さ
ん

は
し

ひ
で

お

７
月

日
に
、
雲
見
海
岸
沖
で

１２

発
生
し
た
水
難
事
故
に
お
い
て
、

迅
速
な
対
応
に
よ
り
漂
流
者
を
救

助
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４ 受章者の藤井さんから謝辞

平成２５年度松崎町功労者表彰式にて

松松
崎
町
功
労
者
表

松
崎
町
功
労
者
表
彰彰

松
崎
町
功
労
者
表

松
崎
町
功
労
者
表
彰彰

有
功
表

有
功
表
彰彰

善
行
表

善
行
表
彰彰

町職員募集
（大卒・短大卒）

町では、平成２６年度採用の職員

を募集します。

【採用人員】 事務職員 若干名

【受験資格】 昭和５８年４月２日以

降に生まれた方で大

学・短期大学を卒業

した方。（卒業予定

の方を含む。）

【受付期限】１２月２０日（金）

【試験日程】 第１次試験

１月１１日（土）

１０：００～

【試験会場】 環境センター

【問 合 せ】

総務課（４２）１１１１
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秋
ま
つ
り

収
穫
の
秋
を
迎
え
、

月
中

１０

旬
か
ら

月
３
日
ま
で
の
間
、

１１

町
内
各
地
区
で
秋
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
太
鼓
や
笛
の
音
が
響

き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

私
も
各
地
域
の
ま
つ
り
を
見

物
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

ど
の
地
域
も
活
気
が
あ
り
、
地

域
が
一
丸
と
な
っ
て
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
て
い
る
姿
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

見
物
し
て
い
る
時
、
町
内
出

身
の
方
と
お
話
し
を
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
方

は
、「
毎
年
、
秋
ま
つ
り
に

は
必
ず
帰
省
し
て
い
ま
す
。

太
鼓
や
笛
の
音
を
聞
く
と
、

愛
郷
の
想
い
が
強
く
な
る
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

言
葉
を
聞
き
、「
ふ
る
さ
と

の
ま
つ
り
」
の
強
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

各
地
区
で
は
、
秋
ま
つ
り

の
約
１
カ
月
前
か
ら
地
域
の

伝
統
を
継
承
す
る
た
め
、
仕

事
を
終
え
た
夜
間
に
公
民
館

や
神
社
等
に
集
ま
り
、
若
い

人
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
、
毎

年
の
ま
つ
り
を
地
域
に
住
む
一

人
一
人
の
手
で
創
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
、
地
域
の
強
さ
や
活

性
化
に
繋
が
る
貴
重
な
町
の
財

産
だ
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
市
町
村
で
は
、
少
子

高
齢
化
や
過
疎
化
に
よ
り
、
若

い
世
代
の
都
市
部
へ
の
流
出
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
地
域
の

伝
統
を
継
承
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
衰
退
し
て
し
ま
っ

た
事
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
松
崎
町

の
秋
ま
つ
り
を
見
て
い
る
と
、

こ
う
い
っ
た
心
配
は
無
用
の

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
運
営
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
ご
苦
労
が
あ
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
来
年
も
素

晴
ら
し
い
ま
つ
り
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～

町長室からこんにちは ◯４８

１１/９～１１

第３３回松崎町文化協会芸術祭

環境センターでは、松崎町文化協会が主催す
る芸術祭が開催されました。１２５人の方から出品
された２１２点が展示され、多くの方が観賞に訪
れました。

１０/３０

姉妹都市帯広市から季節の贈り物

開拓姉妹都市の帯広市から特産品のじゃがい
も２００㌔ が届きました。贈っていただいたじゃ
がいもは、学校給食のメニューに加えられ、子
どもたちが味わいました。

１１月中旬

冬の風物詩浜囲い設置

松崎、石部、雲見海岸では、伊豆西海岸特有
の西風に備えるため、浜囲いの設置作業が行わ
れました。浜囲いは、海岸に風の通り道をふさ
ぐように設置され、砂の飛散を防止します。

１１/４

まつざき温泉熱利用プロジェクト勉強会

環境センター研修室では、まつざき温泉熱利
用プロジェクトの第１回勉強会が開催され、地
熱エネルギーや温泉熱利用についての講演やワー
クショップが行われました。
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，４６２人（－７人）

男 ３，５３９人（－４人）

女 ３，９２３人（－３人）

世帯数 ３，０６２戸（＋３戸）

転 入 １９人 転 出 １７人

出 生 ５人 死 亡 １４人

（平成２５年１０月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 １件 （－１）

物損事故 １２件 （－１）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １人 （－４）

二
〇
一
三
年
十
二
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

九

五

号

平成２５年１０月発生分

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（１０１０月届出分月届出分））

～～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
突
然
、「
キ
ャ

２０
ン
ペ
ー
ン
会
員
に
選
ば
れ
た
！
」
と
い
う
ハ
ガ

キ
が
届
い
た
り
、
時
に
は
自
宅
に
電
話
が
入
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
街
を
歩
い
て
い
る
と
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
協
力
を
求
め
ら
れ
た
り
、
展
示
会
の
誘
い
を

受
け
た
り
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は

簡
単
に
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

広
告
、
欲
望
を
刺
激
す
る
よ
う
な
サ
イ
ト
等
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
、

歳
未
満
は
未
成
年
者
と
さ
れ
、

２０

仮
に
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
親
の

同
意
を
得
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
「
未
成
年
者

取
消
」
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
契
約
を

解
除
す
る
方
法
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

歳
を
迎
え
た
途
端
、
こ

２０

の
制
度
の
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

悪
質
事
業
者
は
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙
っ
て
い

ま
す
。歳

を
迎
え
た
ら
悪

２０
質
事
業
者
の
か
っ
こ
う

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
十
分
認

識
し
、
安
易
に
上
手
い

話
に
乗
ら
な
い
よ
う
に

慎
重
な
対
応
を
し
て
く

だ
さ
い
。（

文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
）３
９
６
４

「
新
成
人
は
狙
わ
れ
る
！
」

町 の 交 通 事 故

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

◯◯２２３３

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！
悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。

地

域

交

流

通

信

松
本
市
で
先
進
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
学
校
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、

月
２
日
、
安

１０

曇
公
民
館
と
大
野
川
小
中
学
校
と

の
共
催
で
標
記
の
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

当
初

人
程
度
を
予
定
し
募
集

２０

を
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
３５

人
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
、
天
候
に
恵
ま
れ
る
中
、

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
道
が
あ
っ
た

の
か
と
驚
き
な
が
ら
、
か
の
有
名

な
鎌
倉
街
道
を
進
み
ま
し
た
。

途
中
、
大
野
川
旧
集
落
が
あ
っ

た
場
所
を
通
過
し
、
歴
史
の
変
遷

を
感
じ
な
が
ら
、
当
時
に
思
い
を

は
せ
学
校
跡
を
目
指
し
ま
し
た
。

県
道
か
ら
少
し
登
る
と
旧
学
校

の
校
門
が
あ
り
、
全
員
で
記
念
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。
地
元
の
方
か

ら
旧
学
校
の
概
要
を
聞
き
、
当
時

を
し
の
び
な
が
ら
学
校
跡
を
見
学

し
ま
し
た
。

次
に
、
旧
学
校
の
は
ず
れ
の
上

の
方
に
あ
る
潜
流
瀑
（
岩
の
間
か

せ
ん
り
ゅ
う
ば
く

ら
水
が
染
み
出
て
く
る
滝
）
を
探

検
す
る
た
め
、
大
き
な
石
や
岩
が

ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
斜
面
を
、
ロ
ー
プ

（
こ
の
日
の
た
め
に
地
元
の
方
が

準
備
）
を
つ
か
み
な
が
ら
登
り
、

滝
の
下
に
到
着
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
神
秘
な
滝
が
こ
ん

な
場
所
に
あ
っ
た
の
か
と
の
驚
き

と
、
滝
の
素
晴
ら
し
さ
に
し
ば
し

見
と
れ
、
全
員
で
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
を
体
中
に
浴
び
ま
し
た
。

名
残
が
惜
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

最
後
は
大
野
川
の
「
梓
水
神
社
」

あ
ず
さ
み
ず

の
見
事
な
龍
等
の
彫
刻
を
見
学
し

て
探
訪
を
終
わ
り
ま
し
た
。

昔
の
大
野
川
集
落
の
暮
ら
し
ぶ

り
を
知
る
上
で
、
大
変
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
安
曇
公
民
館

斉
藤

久
）

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

旧旧
大
野
川
校

旧
大
野
川
校
とと

集
落
跡
を
訪
ね

集
落
跡
を
訪
ね
るる

地

域

交

流

通

信

旧大野川校の校門にて記念撮影

届出人年齢氏 名地 区

セ ン８３齋 藤 定 雄東 区

枝８８野 村 英 香中 区

敏 朗９２松 貞 代伏 倉

昌 幸８０石 導 重 一宮 内

精 一８７長 嶋 く ま岩 地

美 但良８９美 良 平石 部

岡山しのぶ９５佐 藤 長 造峰

山本 美８６山 本 美伏 倉

斎藤正男８６齋藤ため子岩 地

美 子８２山 本 昭中 村

敏８１越 水 幸 夫東 区

恒 雄９１齋 藤 い岩 地

は な 子８９稲 葉 茂指 川

光 代６９細 田 林峰 輪

おくやみ申し上げます（死亡）

保護者性別名 前地 区

石 田 稔女楓
かえで

江奈２

山 本 泰 士男雅 広
ま ひろ

船 田

藤 井 雅 人男龍
りゅう が

江奈２

窓 橋 和 彦女虹 子
に こ

江奈２

おめでとうございます（出生）


